
リスクコミュニケーションに関する取組について 

 
リスク分析の考え方に基づき、リスク管理、リスク評価を実施する関係行政機関が

連携して、リスクコミュニケーションを推進している。食品安全委員会、厚生労働省、

農林水産省、環境省では、それぞれの担当官による４府省リスクコミュニケーション

担当者会議を定期的に開催するなど調整を図りつつ、従来型の一方的な情報提供にな

らないよう、分かりやすい情報の提供や御意見募集など双方向のコミュニケーション

の実現に努めている。 
第 21 回リスクコミュニケーション専門調査会（平成 18 年 1 月 13 日）での報告以

降、食品安全委員会、厚生労働省、農林水産省が連携して実施した意見交換会は、以

下のとおりである。 

また、各府省が行ったリスクコミュニケーションに関する取組を別紙１，２，３に

示す。 
 
 
１．三府省連携による意見交換会（平成 18 年 1 月 12 日～平成 18 年 2 月 16 日） 

会議名 開催地 
No 開催日 

講演テーマ・講演者 参加人数

食品に関するリスクコミュニケーション（輸入食品の安全確保に

関する意見交換会） 
埼玉県 

1 1 月 13 日 

輸入食品監視の現状 

成田空港検疫所食品監視課長  橋端 直樹  

平成１８年度輸入食品監視指導計画(案)について 

米国及びカナダにおける日本向けの牛肉認定施設の査察について 

    厚生労働省食品安全部監視安全課       

輸入食品安全対策室長  道野 英司  

135 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（輸入食品の安全確保及

び残留農薬等のポジティブリスト制度の導入についての意見交

換会） 
京都府 

2 1 月 16 日 

残留農薬等のポジティブリスト制度の導入について 

     厚生労働省大臣官房参事官  藤井  充  

輸入食品の安全確保及び平成 18 年度輸入食品監視指導計画（案）

について 

厚生労働省食品安全部監視安全課輸入食品安全対策室 

衛生専門官  田中  誠  

米国及びカナダにおける日本向けの牛肉認定施設の査察について 

厚生労働省食品安全部監視安全課      

乳肉安全係長  坂梨 栄二  

329 名 
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食品安全フォーラム in ちとせ（食品添加物とその表示について

の意見交換会） 
北海道 

3 1 月 31 日 

「食品のリスク評価」（食品添加物を例として） 
食品安全委員会委員  見上  彪  

食品衛生法による添加物の表示について 
北海道保健福祉部食品衛生課主査  横山 敦志  

JAS法による添加物等の表示について 
農林水産省・北海道農政事務所消費・安全部    

表示・規格課長  石井  隆  

98 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（「魚介類の摂取と水銀

に関する正しい理解」についての意見交換会） 
宮城県 

4 2 月 3 日 妊婦への魚介類の摂取と水銀に関する注意事項について 

 厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課     

食品規格専門官  近藤 卓也  

80 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（残留農薬等のポジティ

ブリスト制度の導入についての意見交換会） 
広島県 

5 2 月 14 日 
残留農薬等のポジティブリスト制度の導入について 

厚生労働省大臣官房参事官  藤井  充  
222 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（ＯＩＥにおけるＢＳＥ

ルールの改正に関する意見交換会（第３回）） 
東京都 

6 2 月 14 日 ＢＳＥに関するＯＩＥコード改正提案の概要 

我が国としての対処の方向 

    農林水産省消費・安全局動物衛生課長  釘田 博文 

102 名 

 
 
２．今後の予定 

開催日 会議名 開催地

2月 21 日 
食品に関するリスクコミュニケーション～農薬のリスクアナリシス

に関する意見交換会～ 
香川県 

2 月 24 日 
食品に関するリスクコミュニケーション（かび毒に関する意見交換

会） 
大阪府 

2 月 24 日 
食品に関するリスクコミュニケーション（輸入食品の安全確保及び

残留農薬等のポジティブリスト制度の導入についての意見交換会） 
鹿児島県

2月 28 日 大阪府 

3 月 2 日 

食品に関するリスクコミュニケーション(大阪・東京)－大豆イソフラ
ボンに係る食品健康影響評価（案）に関する意見交換会（仮題）－ 

東京都 

 



 

食品安全委員会におけるリスクコミュニケーションに関する取組

 
最近（平成１８年１月１２日～平成１８年２月１６日）の実施状況

 
１．意見交換会等の開催状況 

 ○地方自治体等との共催による意見交換会 

 ・平成１８年１月３１日 

「食品安全フォーラム in ちとせ（食品添加物とその表示についての意見

（主催：食品安全委員会、厚生労働省･北海道厚生局、農林水産省･北海道農政事務

   食品安全委員会見上彪委員より、「食品のリスク評価」（食品添加物を例

テーマで講演。続いて、北海道保健福祉部食品衛生課より、「食品衛生法

の表示について」のテーマで、農林水産省・北海道農政事務所より、「JA

加物等の表示について」のテーマで、それぞれ講演を行った後、パネルデ

ョン及び参加者との意見交換を行った。 

 
  ・平成１８年２月１０日  「食品の安全・安心についてのリレー講義」 

（主催：食品安全委員会、和

    寺田委員長より「我が国の食品のリスク分析と食品安全委員会の役割」

り「メチル水銀の話」、見上委員より「牛海綿状脳症（ＢＳＥ）と鳥イン

話」、寺尾委員より「遺伝子組換え食品は安全か」のテーマで講演を行っ

加者との意見交換を行った。 
 
 
２．意見・情報の募集実施状況 

募集期間 案件名 

平成 18 年 2 月 16 日 
～3月 15 日 
（４週間） 

平成１８年度食品安全委員会運営計画（案）に関する御

見・情報の募集 

平成 18 年 2 月 16 日 
～3月 15 日 
（４週間） 

食品により媒介される微生物に関する食品健康影響評

指針（案）に関する御意見・情報の募集 

平成 18 年 1 月 26 日 
～2月 22 日 
（４週間） 

「燕龍茶レベルケア」に係る食品健康影響評価に関する

議結果(案)についての御意見・情報の募集 
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平成 18 年 1 月 26 日 
～2月 22 日 
（４週間） 

鶏大腸菌症不活化ワクチン（“京都微研”ポールセーバー

EC）に係る食品健康影響評価に関する審議結果(案)につい

ての御意見・情報の募集 

実施中 

平成 18 年 1 月 12 日 
～2月 8日 
（４週間） 

食品を介してヒトの健康に影響を及ぼす細菌に対する抗

菌性物質の重要度のランク付けについて（案）についての

御意見・情報の募集 

終了 

 

 

３．情報の発信 

時 期 媒 体 内  容 

1 月 13 日 季刊誌 
『食品安全委員会季刊誌第 7号』 

※同日、ホームページにも掲載 

1 月 20 日 
米国から到着したせき柱を含む子牛肉の確認についての松田食

品安全担当大臣談話を掲載 

1 月 26 日 平成 18 年度食品安全モニターの募集開始 

2 月 1 日 松田食品安全担当大臣記者会見発言メモを掲載 

2 月 2 日 
トピックス：食中毒についてのページを更新 
「ウェルシュ菌による食中毒について」を追加 

2 月 9 日 大豆及び大豆イソフラボンに関するＱ＆Ａを掲載 

1 月～2月 

ホームページ等 

トピックス：鳥インフルエンザのページを随時更新 

 

４．その他の取組 

（１）「食の安全ダイヤル」を通じた質問・報告の把握 
・受付件数（平成１８年１月～平成１８年２月１６日） 

内  訳 １月 ２月１６日現在 

① 食品安全委員会関係 １７件  ８件 

② 食品の安全性関係 １１件 ７４件 

③ 食品一般関係 １２件 １４件 

④ その他  １件  ０件 

合  計 

（うちＢＳＥ関係） 

４１件 

（１０件） 

９６件 

（１９件） 

 



 

  
 ○主な意見 

・食品安全委員会が設置されて、それまでの食品安全行政と大きく変わった点について教

えてください。（１月） 

・米国・カナダ産牛肉の輸入が再開されて約１ヶ月で特定危険部位であるせき柱の混入が

見つかり、輸入手続が一時停止されましたが、食品安全委員会としては、今後どのように

対応していくのですか。（１月） 

 
 
（２）「食品安全モニター」を通じた意見等の把握 
  １２月中には５４件の報告があった。リスクコミュニケーション関係では、「米国・カナ

ダ産牛肉等に係る食品健康影響評価案に関する意見交換会」についてのご意見等があった。 
また、１月中に４９件、２月（１６日現在）４２件の報告があった。 

  なお、平成１８年度食品安全モニターの募集を１月２６日より２月１７日までホームペ

ージや政府広報を通じて行った。 
 
 
（３）ニッポン食育フェア 第３回食育総合展 
  平成１８年１月１４日（土）、１５日（日）に開催された「ニッポン食育フェア第３回食

育総合展」において、内閣府食育推進室と合同でブース出展を行った。食品の安全性確保

のための「リスク分析手法」についての理解促進と、食品安全委員会の役割、リスク評価

の実例（米国及びカナダ産牛肉等に係る食品健康影響評価）を紹介するパネルを展示した。

また、食品安全委員会のホームページを実際にご覧いただくためのパソコンを２台設置、

季刊誌『食品安全』やリーフレット等の印刷物の配布等を行った。 
 
 
 

 



（別紙２）

厚生労働省におけるリスクコミュニケーションに関する取組について

最近（平成１８年１月１２日～平成１８年２月１６日）の実施状況

１．意見交換会等の開催状況

・農林水産省とともに、輸入食品の安全確保に関する意見交換会（埼玉県さいたま市）

を開催（１月１３日）。

・食品安全委員会、農林水産省、京都府、京都市とともに、輸入食品の安全確保及び残

留農薬等のポジティブリスト制度の導入についての意見交換会（京都府京都市）を開催

（１月１６日）。

・農林水産省とともに、「食品の安全確保とHACCPー農場から食卓までー」に関する意

見交換会（新潟県新潟市）を開催（１月２７日）。

・食品安全委員会、農林水産省、宮城県、仙台市とともに、「魚介類の摂取と水銀に関す

る正しい理解」についての意見交換会（宮城県仙台市）を開催（２月３日）。

・食品安全委員会、農林水産省、広島県、広島市とともに、残留農薬等のポジティブリスト

制度の導入についての意見交換会（広島県広島市）を開催（２月１４日）。

２．意見募集の実施状況

対象期間中に募集を開始した案件はありませんでした。

３．情報の発信（平成１８年１月１２日～平成１８年２月１６日）

（1）食品の安全確保に向けた取組のホームページ「食品安全情報」

食品の安全確保に向けた取組について「食品安全情報」のホームページにまとめ、

情報を提供。

（2）主な情報提供の内容

時 期 媒 体 内 容

米国における日本向けの牛肉認定施設の査察についてH18.1.19 ホームページ

米国から到着したせき柱を含む子牛肉の確認についてH18.1.20 ホームページ

H18.1.27 ホームページ 輸入食品に対する検査命令の実施について（中国産キ

ャベツ）



H18..1.30 ホームページ 輸入食品に対する検査命令の実施について（韓国産パ

プリカ）

H18.2.2 ホームページ 大豆及び大豆イソフラボンに関するQ＆A

H18.2.7 ホームページ 輸入届出における食品衛生法違反事例（速報）（平成１

月～）８年１

H18.2.9 ホームページ 輸入食品に対する検査命令の実施について（タイ産マン

ゴー）

H18.2.9 ホームページ 平成１６年度食品からのダイオキシン類一日摂取量調

査等の調査結果について

H18.2.10 ホームページ 米国から輸入された牛肉の自主検査結果について

H18.2.13 ホームページ アガリクス（カワリハラタケ）を含む製品の安全性に関す

る食品安全委員会への食品健康影響評価の依頼につ

いて

H18.2.14 ホームページ ＢＳＥの検査結果について

H18.2.14 ホームページ 輸入食品に対する検査命令の実施について（中国産ロ

ーヤルゼリー及びカンボジア産バジルシード）

(3)パンフレットの作成

厚生労働省食品安全部の取組を紹介するパンフレット「食品の安全確保に関する取

組」を発行し、意見交換会等で配布している。



（別紙３）

農林水産省におけるリスクコミュニケーションに関する取組について

最近（平成１８年１月１２日～平成１８年２月１６日）の実施状況

１．意見交換会等の開催状況

（１）大臣、消費・安全局との意見交換会・懇談会の開催

期間中の開催実績なし。

（２）個別テーマごとの意見交換会等

１月16日、米国及びカナダにおける日本向け牛肉認定施設の査察結果について、

消費者をはじめとした関係者の方々に対する説明会を厚生労働省とともに開催（東

京都 。）

２月７日、植物検疫について、消費者、生産者等関係者の方々に理解を深めてい

ただくとともに、今後のあり方について考えていく意見交換会を開催（宮城県 。）

２月14日、５月下旬に開催される国際獣疫事務局（ＯＩＥ）の総会において検討

が予定されているＢＳＥルール改正への対処方針を検討するにあたり、消費者及び

関連事業者等の意向を反映するため、意見交換会を厚生労働省とともに開催（東京

都 。）

（３）地方農政局等における意見交換会等の取り組み

地方農政局、地方農政事務所、沖縄総合事務局において、シンポジウムや意見交

換会等の主催やパネラーや講師の派遣を実施。

○「平成１７年８月末現在での件数」

シンポジウムや意見交換会等の主催 全国計 ３２１回（１７年４月～）

（平成１５年７月～１７年３月 全国計 ２，２２４回）

パネラーや講師の派遣 全国計 １，８８９回（１７年４月～）

（平成１５年７月～１７年３月 全国計 ９，７８４回）

２．意見募集の実施状況

募集期間 案件名 応 募 状 況

（通数）

Ｈ18.２.15 動物用医薬品の使用の規制に関する省令の一部を改正する （募集中）

～３.17 省令案についての意見・情報の募集

Ｈ18.１.27 家畜伝染病予防法施行規則の一部を改正する省令案につい （募集中）

～２.25 ての意見・情報の募集



Ｈ18.１.27 動物用抗生物質医薬品基準の一部改正案についての意見・ （募集中）

～２.27 情報の募集

Ｈ18.１.25 植物防疫法に基づく港及び飛行場の指定に係る植物防疫法 （募集中）

～２.23 施行規則の一部を改正する省令案についての意見・情報の

募集

Ｈ18.１.20 組換えＤＮＡ技術応用飼料の確認申請案件に係る意見・情 （募集中）

～２.20 報の募集

Ｈ18.１.18 無人ヘリコプターによる空中散布等の安全対策に関する意 （募集中）

～２.17 見・情報の募集

Ｈ18.１.12 動物用医薬品の使用の規制に関する省令の一部を改正する ３通

～２.10 省令案についての意見・情報の募集

３．情報の発信

ホームページやメールマガジンを通じた情報提供

○ホームページのサイト「消費 （ ： . . . . ）」 URL http://www maff go jp/syohi html

○「食品安全エクスプレス（旧名 食の安全・安心トピックス （食品安全委員会、）」

厚生労働省、農林水産省の食品の安全に関する情報を毎日発信中）

（配信数：１４，７４５通（２月１６日現在 ））

（ ： . . . . ）URL http://www maff go jp/mail/index html


